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◎東京メトロ有楽町線，副都心線「小竹向原駅」（３番出口）下車，本校（通学部）徒歩 13 分，
施設併設学級（入院部）徒歩６分。

◎ＪＲ赤羽駅東口より国際興業バス・関東バス高円寺北口行「上の根橋」（本校）又は「小
茂根」（施設併設学級）下車，所要時間約 30 分，また，逆方向もある（所要時間約 40 分）。
徒歩５分
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徒歩５分

当校までの順路

　筑波大学附属桐が丘特別支援学校では、校舎改築の第２期工事が
完了し、2021年４月より、真新しい校舎での学びが始まりまし
た。校舎のなかには、日々、のびのびと活動する児童生徒の声が響
いております。
　新校舎のもと、当校でこれまでに積み重ねてきた教育活動を引き
継ぎ、さらに発展させていきたいと思います。これまでも教育目標
に掲げてきた「生き方を探求する児童生徒の育成」を引き続き目指
してまいります。
　子どもたちは様々な可能性を秘めています。それは、障害の重い
子どもたちでも変わりません。一人ひとりの児童生徒が自らの可能
性を信じ、個性や得意なことに気づきつつ、生き方を探求していく
ことを願い、それを様々なかたちで応援していきたいと考えており
ます。
　一方で、当校は筑波大学の附属学校であり、また全国唯一の国立
大学附属の肢体不自由特別支援学校です。研究校としては、次のよ
うな取り組みを推し進めてまいります。
・遠隔合同授業の充実と質的向上による学びの深化
・障害の重い子どもを対象とした各教科の授業づくりの研究と発信
・生徒主体の自立活動の学習について、一層の充実と成果の発信
　児童生徒の皆さん、桐が丘で仲間とともに色々なことに取り組
み、自分らしい生き方を探求しましょう。
　教職員の皆さん、関係の皆さん、これからの時代にふさわしい肢
体不自由教育を共につくってまいりましょう。
 校長　篠塚　明彦

教育目標
教育基本法及び学校教育法，学習指導要領の示すところにより，肢体不自
由及びその他の障害を併せ有する児童生徒に対して，個々の個性と障害の
実態に応じた教育を行い，豊かな人間性をもち，主体的に自立と社会参加
を目指し，生涯にわたって自己の生き方を探求していく人間を育成する。

学級編制
本校
小学部　普通学級 ・ 特別学級６　１学年の定員６名
中学部　普通学級３，特別学級３　１学年の定員９名
高等部　普通学級３，特別学級４　１学年の定員11～ 12名
施設併設学級
小学部　普通学級１，特別学級４　５学級の定員18名
中学部　普通学級１，特別学級２
高等部　特別学級１　　　　　　　中学部・高等部４学級の定員15名

沿 革
昭和27年9月1日
整肢療護園（日本肢体不自由児協会経営，現心身障害児総
合医療療育センター内）の要請を受け，東京教育大学附属
小学校の講師2名により，同園児の教育を開始
昭和33年4月1日
東京教育大学教育学部附属養護学校として開校
昭和35年4月26日
東京教育大学教育学部附属桐が丘養護学校と改称
昭和53年4月1日
筑波大学附属桐が丘養護学校となる
平成16年4月1日
筑波大学が国立大学法人化される
平成19年4月1日
国立大学法人筑波大学附属桐が丘特別支援学校と改称

学校給食について
　本校の小学部から高等部の児童生徒に給食を提供しています。（※施
設併設学級は整肢療護園に戻って昼食をとります。）校内で調理し、季
節ごとに旬を感じられる献立・日本や世界の郷土料理献立・リクエスト
献立などもあります。食事の形態は普通食です。
食物アレルギー等の個別の対応については、家
庭・医療と連携して行います。給食時間をはじめ
様々な場面で“食に関する指導”を行い、食に関
わる資質・能力の育成を目指していきます。

「生き方探求」の場、桐が丘 学校行事
施設紹介

筑波大学附属桐が丘特別支援学校
本　　　　校
〒173-0037　東京都板橋区小茂根2丁目1番12号
電話（03）3958‒0181・0184

施設併設学級
〒173-0037　東京都板橋区小茂根1丁目1番10号
電話（03）3956‒0181・6149

運動会　10月1日（土）

学習発表会・桐が丘祭　11月3日（木）
※状況により中止・オンライン開催になる場合があります。

学校見学日
5月10日，6月14日，7月12日，9月6日（いずれも火曜日）
（学校紹介映像公開・オンライン相談会を実施しています。
詳しくはHPをご覧下さい。）

体験授業・授業見学
小学部10月20日，27日　中学部10月６日，7日
高等部10月13日，14日

令和5年度入学選考
出願書類配布　令和4年10月17日（月）～ 11月3日（木）
出願書類受付　令和4年11月16日（水）～ 11月18日（金）
入学選考日　令和4年12月21日（水）・22日（木）
合 格 発 表　令和4年12月27日（火）～令和5年1月5日（木）

筑波大学附属桐が丘特別支援学校

学校案内
令和4年度

令和 4年度　公開行事・入学選考日程

時間割
中1

月 火 水 木 金
登校 8：30 ～ 8：40
HR 8：40 ～ 8：45

1 国語 理科 自立活動 美術 社会

2 保健体育 社会 国語 社会 自立活動

3 数学 音楽 理科 保健体育 英語

4 英語 英語 数学 保健体育 理科

給食

5 家庭／
技術　

総合的な
学習の時間 道徳 前：国語／

後：数学　 数学

6 家庭／
技術　 学級活動 英語 国語

学活 15：20 ～ 15：30 14：20 ～ 14：30 15：20 ～ 15：30
下校 15：30 ～ 15：40 14：30 ～ 14：40 15：30 ～ 15：40

高1
月 火 水 木 金

登校 8：30 ～ 8：40
HR 8：40 ～ 8：45

1 選：音楽Ⅰ／
　　美術Ⅰ　 数学Ⅰ 情報Ⅰ 論理・

表現Ⅰ
英語コミュニ
ケーションⅠ

2 選：音楽Ⅰ／
　　美術Ⅰ　 言語文化 数学Ａ 現代の

国語
論理・
表現Ⅰ

3 体育 数学Ａ 体育 自立活動 情報Ⅰ

4 体育 現代の
国語

英語コミュニ
ケーションⅠ 数学Ⅰ 言語文化

給食

5 英語コミュニ
ケーションⅠ

総合的な
学習の時間 数学Ⅰ 歴史総合 生物基礎

6 歴史総合 LHR 生物基礎 保健

HR 15：20 ～ 15：30 14：20 ～ 14：30 15：20 ～ 15：30
下校 15：30 ～ 15：40 14：30 ～ 14：40 15：30 ～ 15：40

小1
 月 火 水 木 金
登校 8：30 ～ 8：40
HR 8：40 ～ 8：45

1 国語 国語 国語 国語 国語

2 自立 国語 自立 国語 自立

3 合同生活 算数 算数 音楽 道徳

4 算数 生活／
合同音楽 体育 算数 体育

給食 

5 ［国語］ 生活   図工

6 ［国語］ 特別活動   図工

学活 15：20 ～ 15：30 13：20 ～ 13：30 15：20 ～ 15：30
下校 15：30 ～ 15：40 13：30 ～ 13：40 15：30 ～ 15：40
※「／」は前期／後期 ※小学部は45分授業 ※中学部は50分授業 ※高等部は50分授業

令和４年度学校案内.indd   1 2022/07/01   9:27:38



上板橋
第二小学校

旧上板橋
第二中学校

心身障害児
総合医療療育センター

　　　　　　　　　（整肢療護園）

桐が丘
施設
併設学級

　　　　（入院部）
公園

小茂根
図書館

公営団地

公営団地公営団地

プラザトキワ
いさみ◆

３番出口

サンクス
マンション

東京三菱UFJ銀行（ATM）

グリーンベルト

茶
色
の
レ
ン
ガ
道

自
転
車
駐
車
場

東山町バス停

東山町
バス停

石神井川

上の根橋バス停

上の根橋バス停

小茂根バス停

　小茂根
バス停

小茂根交番

　

桐が丘
特別支援学校
　本校

　　　 （通学部）

院
病
大
日

川越街道

至池袋

り
通
川
千

環状七
線号

至赤羽

至
袋
池

東
武
東

上
線

寺円
高至

小竹向原駅

至池袋

有楽町線・副都心線

◎東京メトロ有楽町線，副都心線「小竹向原駅」（３番出口）下車，本校（通学部）徒歩 13 分，
施設併設学級（入院部）徒歩６分。

◎ＪＲ赤羽駅東口より国際興業バス・関東バス高円寺北口行「上の根橋」（本校）又は「小
茂根」（施設併設学級）下車，所要時間約 30 分，また，逆方向もある（所要時間約 40 分）。
徒歩５分

当校までの順路

運動会

桐が丘祭

中学部神奈川宿泊学習（２泊３日）

学習発表会

小5・6年日光移動教室（２泊３日）

高３沖縄修学旅行（３泊４日）

新校舎

床暖房つき自立活動室

体育館

スクールバス

スロープ

エレベーター

中庭

上板橋
第二小学校

旧上板橋
第二中学校

心身障害児
総合医療療育センター

　　　　　　　　　（整肢療護園）

桐が丘
施設
併設学級

　　　　（入院部）
公園

小茂根
図書館

公営団地

公営団地公営団地

プラザトキワ
いさみ◆

３番出口

サンクス
マンション

東京三菱UFJ銀行（ATM）

グリーンベルト

茶
色
の
レ
ン
ガ
道

自
転
車
駐
車
場

東山町バス停

東山町
バス停

石神井川

上の根橋バス停

上の根橋バス停

小茂根バス停

　小茂根
バス停

小茂根交番

　

桐が丘
特別支援学校
　本校

　　　 （通学部）

院
病
大
日

川越街道

至池袋

り
通
川
千

環状七
線号

至赤羽

至
袋
池

東
武
東

上
線

寺円
高至

小竹向原駅

至池袋

有楽町線・副都心線

◎東京メトロ有楽町線，副都心線「小竹向原駅」（３番出口）下車，本校（通学部）徒歩 13 分，
施設併設学級（入院部）徒歩６分。
◎ＪＲ赤羽駅東口より国際興業バス・関東バス高円寺北口行「上の根橋」（本校）又は「小
茂根」（施設併設学級）下車，所要時間約 30 分，また，逆方向もある（所要時間約 40 分）。
徒歩５分

当校までの順路

　筑波大学附属桐が丘特別支援学校では、校舎改築の第２期工事が
完了し、2021年４月より、真新しい校舎での学びが始まりまし
た。校舎のなかには、日々、のびのびと活動する児童生徒の声が響
いております。
　新校舎のもと、当校でこれまでに積み重ねてきた教育活動を引き
継ぎ、さらに発展させていきたいと思います。これまでも教育目標
に掲げてきた「生き方を探求する児童生徒の育成」を引き続き目指
してまいります。
　子どもたちは様々な可能性を秘めています。それは、障害の重い
子どもたちでも変わりません。一人ひとりの児童生徒が自らの可能
性を信じ、個性や得意なことに気づきつつ、生き方を探求していく
ことを願い、それを様々なかたちで応援していきたいと考えており
ます。
　一方で、当校は筑波大学の附属学校であり、また全国唯一の国立
大学附属の肢体不自由特別支援学校です。研究校としては、次のよ
うな取り組みを推し進めてまいります。
・遠隔合同授業の充実と質的向上による学びの深化
・障害の重い子どもを対象とした各教科の授業づくりの研究と発信
・生徒主体の自立活動の学習について、一層の充実と成果の発信
　児童生徒の皆さん、桐が丘で仲間とともに色々なことに取り組
み、自分らしい生き方を探求しましょう。
　教職員の皆さん、関係の皆さん、これからの時代にふさわしい肢
体不自由教育を共につくってまいりましょう。
 校長　篠塚　明彦

教育目標
教育基本法及び学校教育法，学習指導要領の示すところにより，肢体不自
由及びその他の障害を併せ有する児童生徒に対して，個々の個性と障害の
実態に応じた教育を行い，豊かな人間性をもち，主体的に自立と社会参加
を目指し，生涯にわたって自己の生き方を探求していく人間を育成する。

学級編制
本校
小学部　普通学級 ・ 特別学級６　１学年の定員６名
中学部　普通学級３，特別学級３　１学年の定員９名
高等部　普通学級３，特別学級４　１学年の定員11～ 12名
施設併設学級
小学部　普通学級１，特別学級４　５学級の定員18名
中学部　普通学級１，特別学級２
高等部　特別学級１　　　　　　　中学部・高等部４学級の定員15名

沿 革
昭和27年9月1日
整肢療護園（日本肢体不自由児協会経営，現心身障害児総
合医療療育センター内）の要請を受け，東京教育大学附属
小学校の講師2名により，同園児の教育を開始
昭和33年4月1日
東京教育大学教育学部附属養護学校として開校
昭和35年4月26日
東京教育大学教育学部附属桐が丘養護学校と改称
昭和53年4月1日
筑波大学附属桐が丘養護学校となる
平成16年4月1日
筑波大学が国立大学法人化される
平成19年4月1日
国立大学法人筑波大学附属桐が丘特別支援学校と改称

学校給食について
　本校の小学部から高等部の児童生徒に給食を提供しています。（※施
設併設学級は整肢療護園に戻って昼食をとります。）校内で調理し、季
節ごとに旬を感じられる献立・日本や世界の郷土料理献立・リクエスト
献立などもあります。食事の形態は普通食です。
食物アレルギー等の個別の対応については、家
庭・医療と連携して行います。給食時間をはじめ
様々な場面で“食に関する指導”を行い、食に関
わる資質・能力の育成を目指していきます。

「生き方探求」の場、桐が丘 学校行事
施設紹介

筑波大学附属桐が丘特別支援学校
本　　　　校
〒173-0037　東京都板橋区小茂根2丁目1番12号
電話（03）3958‒0181・0184

施設併設学級
〒173-0037　東京都板橋区小茂根1丁目1番10号
電話（03）3956‒0181・6149

運動会　10月1日（土）

学習発表会・桐が丘祭　11月3日（木）
※状況により中止・オンライン開催になる場合があります。

学校見学日
5月10日，6月14日，7月12日，9月6日（いずれも火曜日）
（学校紹介映像公開・オンライン相談会を実施しています。
詳しくはHPをご覧下さい。）

体験授業・授業見学
小学部10月20日，27日　中学部10月６日，7日
高等部10月13日，14日

令和5年度入学選考
出願書類配布　令和4年10月17日（月）～ 11月3日（木）
出願書類受付　令和4年11月16日（水）～ 11月18日（金）
入学選考日　令和4年12月21日（水）・22日（木）
合 格 発 表　令和4年12月27日（火）～令和5年1月5日（木）

筑波大学附属桐が丘特別支援学校

学校案内
令和4年度

令和 4年度　公開行事・入学選考日程

時間割
中1

月 火 水 木 金
登校 8：30 ～ 8：40
HR 8：40 ～ 8：45

1 国語 理科 自立活動 美術 社会

2 保健体育 社会 国語 社会 自立活動

3 数学 音楽 理科 保健体育 英語

4 英語 英語 数学 保健体育 理科

給食

5 家庭／
技術　

総合的な
学習の時間 道徳 前：国語／

後：数学　 数学

6 家庭／
技術　 学級活動 英語 国語

学活 15：20 ～ 15：30 14：20 ～ 14：30 15：20 ～ 15：30
下校 15：30 ～ 15：40 14：30 ～ 14：40 15：30 ～ 15：40

高1
月 火 水 木 金

登校 8：30 ～ 8：40
HR 8：40 ～ 8：45

1 選：音楽Ⅰ／
　　美術Ⅰ　 数学Ⅰ 情報Ⅰ 論理・

表現Ⅰ
英語コミュニ
ケーションⅠ

2 選：音楽Ⅰ／
　　美術Ⅰ　 言語文化 数学Ａ 現代の

国語
論理・
表現Ⅰ

3 体育 数学Ａ 体育 自立活動 情報Ⅰ

4 体育 現代の
国語

英語コミュニ
ケーションⅠ 数学Ⅰ 言語文化

給食

5 英語コミュニ
ケーションⅠ

総合的な
学習の時間 数学Ⅰ 歴史総合 生物基礎

6 歴史総合 LHR 生物基礎 保健

HR 15：20 ～ 15：30 14：20 ～ 14：30 15：20 ～ 15：30
下校 15：30 ～ 15：40 14：30 ～ 14：40 15：30 ～ 15：40

小1
 月 火 水 木 金
登校 8：30 ～ 8：40
HR 8：40 ～ 8：45

1 国語 国語 国語 国語 国語

2 自立 国語 自立 国語 自立

3 合同生活 算数 算数 音楽 道徳

4 算数 生活／
合同音楽 体育 算数 体育

給食 

5 ［国語］ 生活   図工

6 ［国語］ 特別活動   図工

学活 15：20 ～ 15：30 13：20 ～ 13：30 15：20 ～ 15：30
下校 15：30 ～ 15：40 13：30 ～ 13：40 15：30 ～ 15：40
※「／」は前期／後期 ※小学部は45分授業 ※中学部は50分授業 ※高等部は50分授業
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研究協議会 イングリッシュルーム（放課後） 台湾の高校生との国際交流

他の特別支援学校との遠隔合同授業

タブレット端末の活用

中１数学の授業

積極的に授業にタブレット端末を活用しています

ALT との英語の授業

桐が丘祭の練習風景

図書館での職場体験

スポーツ部やバンド部が放課後活動しています

校舎

中庭

　「自分の思いを声や言葉で伝
えたい！」 「友達や先生は何を伝
えようとしているのだろう？」
そんな風に，言葉で伝え合うよ
さを感じられるような授業づく
りを目指しています。

　校外学習で収穫したさつま芋を
使って，算数科で数や重さを学習
したり，生活科で箱詰めゲームを
したりしました。各教科等を関連
させながら，よりよい学びになる
よう工夫しています。

桐が丘の学び　「伝え合う力を育む国語科の授業」

桐が丘の学び　「校外学習と算数科や生活科を関連付けた授業」

学校案内に掲載されている写真は2019～ 2022年のものです。

小1・2　体育（風船バレー）

小5・6　総合的な学習の時間

小1・2　校内キャンプ（おすしやさん）

小5　算数（図形の授業）

石田智哉さん（平成27年度卒業）
立教大学大学院　現代心理学研究科
　大学院で，しょうがい者が芸術活動をすることでの可能
性について研究しています。映画を制作した経験をもとに
“作品を作ること”が，作り手の身体やしょうがいの捉え
方に変化をもたらすのではないかと考えています。

　自立活動，これから生きる社会と自己の生き方で学んだ
自分と向き合うこと，情報機器を活用した学び方など。桐
が丘の日々で得たものは，生活で介助者に自分の考えや思
いを伝えることや，研究や創作活動にもつながっています。

小林龍之介さん（平成24年度卒業）
練馬松の実会　松の実事業所
　現在の僕は，松の実事業所で自主製品作りや受注作業に取
組んでいます。ここでも楽しみながら作業をすることを心が
けています。何事にも楽しまないと長続きはしないからで
す。この事を学ばせてくれたのも桐が丘特別支援学校です。

　桐が丘特別支援学校で学んだこと。それは，何事にも楽し
んで取組むということです。文化祭や修学旅行等の行事の際
に毎回皆で話し合い，その時は大変でも終わった時の達成感
と楽しかった気持ちになれたことは今でも覚えています。

　桐が丘特別支援学校は，我が国の教育をリードするための研究と実践を内外に積極的に発信しています。大学の研究への
協力及び教育実習・介護等体験実習の受け入れも行っています。また，肢体不自由児教育の実践を活かして，現職教員に開
かれた授業参観や研修会の開催，短期及び長期研修の受け入れ，各附属学校の教員を派遣して「免許法認定公開講座」の実
施などを担っています。さらに当校では附属学校の国際化を組織的に推進することを目ざし，イングリッシュルームや姉妹
校との交流を毎年行っています。小・中学部は韓国の三育再活学校との交流，高等部は台湾の国立南投特殊教育学校・国立
和美実験学校との交流を行っています。

対話の質を高め，自ら学ぶ力を育てる授業づくり
主体的に考え，社会の中で生涯にわたって
自己の生き方を探求していく

将来像を思い描き，身近な社会に積極的に参加していく

小学部 高等部 施設併設学級

中学部

　教育目標に向けて一人ひとりの子どもの能力や特性，また，発達
や障害の状態に応じた教育を進めます。特に各教科等の授業におい
ては，学習課題との対話とともに，友達をはじめとした，周囲の人
たちと対話する活動を大切にし，自分の考えを広く深くしていくと
ともに，子どもたちが自分自身で学んでいく力をつけていくことを
目指します。また，それらを支える自立活動の指導は，個別の指導
計画に基づき，評価・改善を繰り返しながら進めています。

　月に１回程度、異なる年代や価値観が集まる縦割り集団で多様な考えに触れ、
自分がどう生きたいか考えます。合同道徳の児童たちの感想です。
　「（小1児童）みんなかんがえが　ちがうんだなとおもいました。」「（6年生児童）
それぞれ感じたことが違うので、気付いたこと・感じたことをみんなで分かち合
うことはとてもいいことだと思った。昨年よりも皆で話す時間が増えた。」

　中学部で培った力をより多様で広範囲な場面で発揮し、高め、卒業後の社会参
加、自己実現を目指していきます。生徒は自分を知り、多様な世の中を学び、自
らの歩み方を模索し、自分の生き方を自己選択・自己決定していきます。

桐が丘の学び「合同道徳」
（2学年合同または6学年合同で縦割りの道徳） 桐が丘の学び　総合的な探求の時間

「これから生きる社会と自己の生き方」

　中学部では，「豊かな人間性と生活の基礎となる力を育み，自らの将来像を思い描き，身近
な社会に積極的に参加していこうとする生徒を育てる」, 高等部では，「将来の生活に向けて，
豊かな人間性と生活を営む力を育み，主体的に考え，社会の中で生涯にわたって自己の生き
方を探求していく生徒を育てる」を目標として掲げています。
　これらの教育目標を達成するために，個に応じた教育を基本とし，学習内容の習熟度に応
じて各学年を２グループに分けて指導を行っています。また、将来の進路に向けて漢字検定
や数学検定，英語検定等の資格取得にも力を入れています。

　これまで学んできた力を生かして，学校から２kmほど離れた城北中央公園に自
分たちの力でいきます。様々な困難はありますが，協力し合って問題を解決して
いく中で問題解決の資質や能力を身に付けていきます。生徒は自己理解や他者理
解を深め，身近な社会とのつながりを実感し，自己の生き方を考える力を深めて
いきます。

桐が丘の学び　総合的な学習の時間「城北公園へ行こう」 現在どのような
日々を過ごしてい
らっしゃいますか？

桐が丘の学びは今
の生活にどんな風
につながっていま
すか？

　高等部では，「将来の生活に向けて，豊かな人間性と生活を営む力を育み，主体的に
考え，社会の中で生涯にわたって自己の生き方を探求していく生徒を育てる」を目標
として掲げています。
　これらの教育目標を達成するために，各教科，特別活動，総合的な探求の時間など
を通じて自己理解を深め，職場見学・職場体験に参加することでより具体的に将来に
向けて自分の生き方を考えていきます。

　心身障害児総合医療療育センターに併設された施設併
設学級には，様々な発達段階の児童生徒が在籍していま
す。どの児童生徒に対しても，各教科等の指導を通し
て，理解していることやできることを使い，社会や世界
と関わり，よりよい人生を送れるような力を育むことを
目指しています。国語科で学んだ思いを人に言葉で伝え
るおもしろさや，美術科で学んだ材料や形に出会って表
現する楽しさが，子供たちの世界を豊かにし，可能性を
広げられるよう，研究と実践に取り組んでいます。

卒業生の進路状況
進路

年度 大　学 専修学校等 就　職
就労移行支援 就労継続支援

厚生施設 その他 合　計
訓練校等 生活介護

平成24 ～令和3 57
（61％）

7
（8％）

5
（5％）

10
（11％）

8
（9％）

0
（0％）

6
（6％）

93

令和元 7 0 0 1 0 0 0 8

令和2 4 0 0 1 0 0 2 7

令和3 7 1 2 0 0 0 0 10

卒業時の進路先（令和元年度卒業生～令和3年度卒業生）

当校の実践
卒業生へのインタビュー

社会や世界と関わり，
よりよい人生を送れるような力を育む

中・高修学旅行で潮風を感じる

何してる
のかな？ おもしろ～い！

小さい方が
たくさん
入るかな？

縦に入れたら
どうかな？

重い！

ジジジジジ…
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研究協議会 イングリッシュルーム（放課後） 台湾の高校生との国際交流

他の特別支援学校との遠隔合同授業

タブレット端末の活用

中１数学の授業

積極的に授業にタブレット端末を活用しています

ALT との英語の授業

桐が丘祭の練習風景

図書館での職場体験

スポーツ部やバンド部が放課後活動しています

校舎

中庭

　「自分の思いを声や言葉で伝
えたい！」 「友達や先生は何を伝
えようとしているのだろう？」
そんな風に，言葉で伝え合うよ
さを感じられるような授業づく
りを目指しています。

　校外学習で収穫したさつま芋を
使って，算数科で数や重さを学習
したり，生活科で箱詰めゲームを
したりしました。各教科等を関連
させながら，よりよい学びになる
よう工夫しています。

桐が丘の学び　「伝え合う力を育む国語科の授業」

桐が丘の学び　「校外学習と算数科や生活科を関連付けた授業」

学校案内に掲載されている写真は2019～ 2022年のものです。

小1・2　体育（風船バレー）

小5・6　総合的な学習の時間

小1・2　校内キャンプ（おすしやさん）

小5　算数（図形の授業）

石田智哉さん（平成27年度卒業）
立教大学大学院　現代心理学研究科
　大学院で，しょうがい者が芸術活動をすることでの可能
性について研究しています。映画を制作した経験をもとに
“作品を作ること”が，作り手の身体やしょうがいの捉え
方に変化をもたらすのではないかと考えています。

　自立活動，これから生きる社会と自己の生き方で学んだ
自分と向き合うこと，情報機器を活用した学び方など。桐
が丘の日々で得たものは，生活で介助者に自分の考えや思
いを伝えることや，研究や創作活動にもつながっています。

小林龍之介さん（平成24年度卒業）
練馬松の実会　松の実事業所
　現在の僕は，松の実事業所で自主製品作りや受注作業に取
組んでいます。ここでも楽しみながら作業をすることを心が
けています。何事にも楽しまないと長続きはしないからで
す。この事を学ばせてくれたのも桐が丘特別支援学校です。

　桐が丘特別支援学校で学んだこと。それは，何事にも楽し
んで取組むということです。文化祭や修学旅行等の行事の際
に毎回皆で話し合い，その時は大変でも終わった時の達成感
と楽しかった気持ちになれたことは今でも覚えています。

　桐が丘特別支援学校は，我が国の教育をリードするための研究と実践を内外に積極的に発信しています。大学の研究への
協力及び教育実習・介護等体験実習の受け入れも行っています。また，肢体不自由児教育の実践を活かして，現職教員に開
かれた授業参観や研修会の開催，短期及び長期研修の受け入れ，各附属学校の教員を派遣して「免許法認定公開講座」の実
施などを担っています。さらに当校では附属学校の国際化を組織的に推進することを目ざし，イングリッシュルームや姉妹
校との交流を毎年行っています。小・中学部は韓国の三育再活学校との交流，高等部は台湾の国立南投特殊教育学校・国立
和美実験学校との交流を行っています。

対話の質を高め，自ら学ぶ力を育てる授業づくり
主体的に考え，社会の中で生涯にわたって
自己の生き方を探求していく

将来像を思い描き，身近な社会に積極的に参加していく

小学部 高等部 施設併設学級

中学部

　教育目標に向けて一人ひとりの子どもの能力や特性，また，発達
や障害の状態に応じた教育を進めます。特に各教科等の授業におい
ては，学習課題との対話とともに，友達をはじめとした，周囲の人
たちと対話する活動を大切にし，自分の考えを広く深くしていくと
ともに，子どもたちが自分自身で学んでいく力をつけていくことを
目指します。また，それらを支える自立活動の指導は，個別の指導
計画に基づき，評価・改善を繰り返しながら進めています。

　月に１回程度、異なる年代や価値観が集まる縦割り集団で多様な考えに触れ、
自分がどう生きたいか考えます。合同道徳の児童たちの感想です。
　「（小1児童）みんなかんがえが　ちがうんだなとおもいました。」「（6年生児童）
それぞれ感じたことが違うので、気付いたこと・感じたことをみんなで分かち合
うことはとてもいいことだと思った。昨年よりも皆で話す時間が増えた。」

　中学部で培った力をより多様で広範囲な場面で発揮し、高め、卒業後の社会参
加、自己実現を目指していきます。生徒は自分を知り、多様な世の中を学び、自
らの歩み方を模索し、自分の生き方を自己選択・自己決定していきます。

桐が丘の学び「合同道徳」
（2学年合同または6学年合同で縦割りの道徳） 桐が丘の学び　総合的な探求の時間

「これから生きる社会と自己の生き方」

　中学部では，「豊かな人間性と生活の基礎となる力を育み，自らの将来像を思い描き，身近
な社会に積極的に参加していこうとする生徒を育てる」, 高等部では，「将来の生活に向けて，
豊かな人間性と生活を営む力を育み，主体的に考え，社会の中で生涯にわたって自己の生き
方を探求していく生徒を育てる」を目標として掲げています。
　これらの教育目標を達成するために，個に応じた教育を基本とし，学習内容の習熟度に応
じて各学年を２グループに分けて指導を行っています。また、将来の進路に向けて漢字検定
や数学検定，英語検定等の資格取得にも力を入れています。

　これまで学んできた力を生かして，学校から２kmほど離れた城北中央公園に自
分たちの力でいきます。様々な困難はありますが，協力し合って問題を解決して
いく中で問題解決の資質や能力を身に付けていきます。生徒は自己理解や他者理
解を深め，身近な社会とのつながりを実感し，自己の生き方を考える力を深めて
いきます。

桐が丘の学び　総合的な学習の時間「城北公園へ行こう」 現在どのような
日々を過ごしてい
らっしゃいますか？

桐が丘の学びは今
の生活にどんな風
につながっていま
すか？

　高等部では，「将来の生活に向けて，豊かな人間性と生活を営む力を育み，主体的に
考え，社会の中で生涯にわたって自己の生き方を探求していく生徒を育てる」を目標
として掲げています。
　これらの教育目標を達成するために，各教科，特別活動，総合的な探求の時間など
を通じて自己理解を深め，職場見学・職場体験に参加することでより具体的に将来に
向けて自分の生き方を考えていきます。

　心身障害児総合医療療育センターに併設された施設併
設学級には，様々な発達段階の児童生徒が在籍していま
す。どの児童生徒に対しても，各教科等の指導を通し
て，理解していることやできることを使い，社会や世界
と関わり，よりよい人生を送れるような力を育むことを
目指しています。国語科で学んだ思いを人に言葉で伝え
るおもしろさや，美術科で学んだ材料や形に出会って表
現する楽しさが，子供たちの世界を豊かにし，可能性を
広げられるよう，研究と実践に取り組んでいます。

卒業生の進路状況
進路

年度 大　学 専修学校等 就　職
就労移行支援 就労継続支援

厚生施設 その他 合　計
訓練校等 生活介護

平成24 ～令和3 57
（61％）

7
（8％）

5
（5％）

10
（11％）

8
（9％）

0
（0％）

6
（6％）

93

令和元 7 0 0 1 0 0 0 8

令和2 4 0 0 1 0 0 2 7

令和3 7 1 2 0 0 0 0 10

卒業時の進路先（令和元年度卒業生～令和3年度卒業生）

当校の実践
卒業生へのインタビュー

社会や世界と関わり，
よりよい人生を送れるような力を育む

中・高修学旅行で潮風を感じる

何してる
のかな？ おもしろ～い！

小さい方が
たくさん
入るかな？

縦に入れたら
どうかな？

重い！

ジジジジジ…
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研究協議会 イングリッシュルーム（放課後） 台湾の高校生との国際交流

他の特別支援学校との遠隔合同授業

タブレット端末の活用

中１数学の授業

積極的に授業にタブレット端末を活用しています
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桐が丘祭の練習風景
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校舎

中庭
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　校外学習で収穫したさつま芋を
使って，算数科で数や重さを学習
したり，生活科で箱詰めゲームを
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◎東京メトロ有楽町線，副都心線「小竹向原駅」（３番出口）下車，本校（通学部）徒歩 13 分，
施設併設学級（入院部）徒歩６分。
◎ＪＲ赤羽駅東口より国際興業バス・関東バス高円寺北口行「上の根橋」（本校）又は「小
茂根」（施設併設学級）下車，所要時間約 30 分，また，逆方向もある（所要時間約 40 分）。
徒歩５分

当校までの順路
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徒歩５分

当校までの順路

　筑波大学附属桐が丘特別支援学校では、校舎改築の第２期工事が
完了し、2021年４月より、真新しい校舎での学びが始まりまし
た。校舎のなかには、日々、のびのびと活動する児童生徒の声が響
いております。
　新校舎のもと、当校でこれまでに積み重ねてきた教育活動を引き
継ぎ、さらに発展させていきたいと思います。これまでも教育目標
に掲げてきた「生き方を探求する児童生徒の育成」を引き続き目指
してまいります。
　子どもたちは様々な可能性を秘めています。それは、障害の重い
子どもたちでも変わりません。一人ひとりの児童生徒が自らの可能
性を信じ、個性や得意なことに気づきつつ、生き方を探求していく
ことを願い、それを様々なかたちで応援していきたいと考えており
ます。
　一方で、当校は筑波大学の附属学校であり、また全国唯一の国立
大学附属の肢体不自由特別支援学校です。研究校としては、次のよ
うな取り組みを推し進めてまいります。
・遠隔合同授業の充実と質的向上による学びの深化
・障害の重い子どもを対象とした各教科の授業づくりの研究と発信
・生徒主体の自立活動の学習について、一層の充実と成果の発信
　児童生徒の皆さん、桐が丘で仲間とともに色々なことに取り組
み、自分らしい生き方を探求しましょう。
　教職員の皆さん、関係の皆さん、これからの時代にふさわしい肢
体不自由教育を共につくってまいりましょう。
 校長　篠塚　明彦

教育目標
教育基本法及び学校教育法，学習指導要領の示すところにより，肢体不自
由及びその他の障害を併せ有する児童生徒に対して，個々の個性と障害の
実態に応じた教育を行い，豊かな人間性をもち，主体的に自立と社会参加
を目指し，生涯にわたって自己の生き方を探求していく人間を育成する。

学級編制
本校
小学部　普通学級 ・ 特別学級６　１学年の定員６名
中学部　普通学級３，特別学級３　１学年の定員９名
高等部　普通学級３，特別学級４　１学年の定員11～ 12名
施設併設学級
小学部　普通学級１，特別学級４　５学級の定員18名
中学部　普通学級１，特別学級２
高等部　特別学級１　　　　　　　中学部・高等部４学級の定員15名

沿 革
昭和27年9月1日
整肢療護園（日本肢体不自由児協会経営，現心身障害児総
合医療療育センター内）の要請を受け，東京教育大学附属
小学校の講師2名により，同園児の教育を開始

昭和33年4月1日
東京教育大学教育学部附属養護学校として開校

昭和35年4月26日
東京教育大学教育学部附属桐が丘養護学校と改称

昭和53年4月1日
筑波大学附属桐が丘養護学校となる

平成16年4月1日
筑波大学が国立大学法人化される

平成19年4月1日
国立大学法人筑波大学附属桐が丘特別支援学校と改称

学校給食について
　本校の小学部から高等部の児童生徒に給食を提供しています。（※施
設併設学級は整肢療護園に戻って昼食をとります。）校内で調理し、季
節ごとに旬を感じられる献立・日本や世界の郷土料理献立・リクエスト
献立などもあります。食事の形態は普通食です。
食物アレルギー等の個別の対応については、家
庭・医療と連携して行います。給食時間をはじめ
様々な場面で“食に関する指導”を行い、食に関
わる資質・能力の育成を目指していきます。

「生き方探求」の場、桐が丘 学校行事
施設紹介

筑波大学附属桐が丘特別支援学校
本　　　　校
〒173-0037　東京都板橋区小茂根2丁目1番12号
電話（03）3958‒0181・0184
施設併設学級
〒173-0037　東京都板橋区小茂根1丁目1番10号
電話（03）3956‒0181・6149

運動会　10月1日（土）

学習発表会・桐が丘祭　11月3日（木）
※状況により中止・オンライン開催になる場合があります。

学校見学日
5月10日，6月14日，7月12日，9月6日（いずれも火曜日）
（学校紹介映像公開・オンライン相談会を実施しています。
詳しくはHPをご覧下さい。）

体験授業・授業見学
小学部10月20日，27日　中学部10月６日，7日
高等部10月13日，14日

令和5年度入学選考
出願書類配布　令和4年10月17日（月）～ 11月3日（木）
出願書類受付　令和4年11月16日（水）～ 11月18日（金）
入学選考日　令和4年12月21日（水）・22日（木）
合 格 発 表　令和4年12月27日（火）～令和5年1月5日（木）

筑波大学附属桐が丘特別支援学校

学校案内
令和4年度

令和 4年度　公開行事・入学選考日程

時間割
中1

月 火 水 木 金
登校 8：30 ～ 8：40
HR 8：40 ～ 8：45

1 国語 理科 自立活動 美術 社会

2 保健体育 社会 国語 社会 自立活動

3 数学 音楽 理科 保健体育 英語

4 英語 英語 数学 保健体育 理科

給食

5 家庭／
技術　

総合的な
学習の時間 道徳 前：国語／

後：数学　 数学

6 家庭／
技術　 学級活動 英語 国語

学活 15：20 ～ 15：30 14：20 ～ 14：30 15：20 ～ 15：30
下校 15：30 ～ 15：40 14：30 ～ 14：40 15：30 ～ 15：40

高1
月 火 水 木 金

登校 8：30 ～ 8：40
HR 8：40 ～ 8：45

1 選：音楽Ⅰ／
　　美術Ⅰ　 数学Ⅰ 情報Ⅰ 論理・

表現Ⅰ
英語コミュニ
ケーションⅠ

2 選：音楽Ⅰ／
　　美術Ⅰ　 言語文化 数学Ａ 現代の

国語
論理・
表現Ⅰ

3 体育 数学Ａ 体育 自立活動 情報Ⅰ

4 体育 現代の
国語

英語コミュニ
ケーションⅠ 数学Ⅰ 言語文化

給食

5 英語コミュニ
ケーションⅠ

総合的な
学習の時間 数学Ⅰ 歴史総合 生物基礎

6 歴史総合 LHR 生物基礎 保健

HR 15：20 ～ 15：30 14：20 ～ 14：30 15：20 ～ 15：30
下校 15：30 ～ 15：40 14：30 ～ 14：40 15：30 ～ 15：40

小1
 月 火 水 木 金
登校 8：30 ～ 8：40
HR 8：40 ～ 8：45

1 国語 国語 国語 国語 国語

2 自立 国語 自立 国語 自立

3 合同生活 算数 算数 音楽 道徳

4 算数 生活／
合同音楽 体育 算数 体育

給食 

5 ［国語］ 生活   図工

6 ［国語］ 特別活動   図工

学活 15：20 ～ 15：30 13：20 ～ 13：30 15：20 ～ 15：30
下校 15：30 ～ 15：40 13：30 ～ 13：40 15：30 ～ 15：40
※「／」は前期／後期 ※小学部は45分授業 ※中学部は50分授業 ※高等部は50分授業
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